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龍
谷
大
学
仏
教
学
院
生
会
会
則

第
一
章

第
一
条

璽
プ
条

総
則

本
会
は
、
龍
谷
大
学
仏
整
子
院
生
会
と
称
す
る
。

本
会
は
、
院
生
の
自
由
tp乞
某
十
本
と
し
て
、
学
問

の
自
由
を
躍
護
し
、
龍
'
令
大
学
仏
撃
す
大
掌
院

生
の
研
差
損
の
向
上
に
努
め
、
会
自
柏
互
の

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
、
弛
汀
部
を
京
都
市
主
尽
区
七
条
大
宮

龍
谷
大
学
仏
整
子
研
究
室
内
に
置
く
。

第

条

第
二
章
ム
貢

第
四
条
本
会
は
、
次
の
会
員
を
以
て
構
成
す
る
。

一
、
正
会
員

喪
合
大
学
大
学
院
仏
巷
萱
専
攻
に
在
籍
す
る
も

の
。

二
、
準
会
員

本
会
の
主
盲
に
賛
同
し
、
特
に
本
会
に
認
め
ら

れ
た
も
の
。

三
、
替
用
朋
ム一台同月

本
会
の
ャ
喜
日
に
賛
同
し
、
財
政
面
で
の
守
穫
と

い
う
形
で
協
力
す
る
も
の
。

第
三
章

受

宮

第
五
条
総
会
は
、
本
会
の
田
重
要
機
関
で
あ
る
。

第
六
条
総
会
は
、
本
会
の
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
七
条
総
会
は
、
正
会
員
の
三
分
の

一
以
上
の
参
加
を

も
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
建
言
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
次
の
受
口

に
開
催
さ
れ
る
。

一
、
定
期
総
会
(
毎
年
四
旦

二
、
A
亘
氏
が
必
要
と
認
め
た
望
月

三
、
正
会
員
の
五
分
の

一
以
上
の
連
署
に
よ
る
請
求
の

あ
っ
た
場
合
。

第
九
条
総
和
会
に
お
け
る
決
議
は
山
岸
叩
会
員
の
過
半
数
の

同
意
を
必
要
と
す
る
。

第
四
章
動
結
束
貰

第
十
条
本
会
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
安
E
長
玄
京
副
会
長

一
名

受

喜

一
bh@翼

里

急

変

豆

島

霊

平
h

⑤
文
学
部
院
生
協
議
会

代
表
雪
貝

一
名

二
、
た
だ
し
、
の
③
以
外
の
兼
任
は
こ
れ
を
妨
げ
な
い
。

第
十

一
条

会
長
は
、
会
員
の
推
薦
に
よ
り
総
会
の
承
認

を
得
る
。
又
、
役
員
は
、
受
玄
に
お
い
て
正

会
員
よ
り
選
出
す
る
。

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
劫
m
F

付
部
は
統
括

す
る
。

役
員
の
任
期
は

一
年
と
し
、
再
任
並
び
に
兼

任
を
妨
げ
な
い
。

第
士

一条

第
士
ニ
条

筆

毒

事

業

第
十
四
条
本
会
は
警
采
の
目
的
を
達
成
す
る
有
次

の
事
岩
木
多
』
仔
リ
っ
。

p

一
、
研
究
発
表
A
R
講
演
ム
墓
守
の
開
催
並
び
に
そ
の
援

七
A

。
Et
 

二
、
山
出
似
物
の
刊
行
。

三
、
会
昌
親
睦
に
関
す
る
事
幸
有

第
十
五
条
第
十
四
条
て

二
、
の
事
業
に
関
し
て
は
次

の
と
お
り
に
行
う
。

一
、
原
則
と
し
て
正
会
員
は
、
年

一
度
研
究
発
表
を
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
発
表
の
場
と
し
て
定

例
研
究
発
表
会
を
行
う
も
の
と
す
る
。

二
、
研
究
発
表
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
に
行
う
。

ィ
、
修
士
課
程
(
以
下

M

と
略
す
)

一
年
は
、

一

年
簡
を
発
表
噂
函
聞
と
み
な
し
、
羽
左
度
初

頭
に
お
け
る
研
究
過
程
墾
口
会
に
て
発
表
を
行

う
も
の
と
す
る
。

ロ、

M

二
年
以
上
は
、
修
士
論
文
提
出
前
に
行
う

中
開
発
表
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
該
当
佐
佐
尻
の
論
文
提
出
を
行

わ
な
い
も
の
も
、
研
究
経
過
の
発
表
を
も
っ
て

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
、
博
士
後
期
過
程
(
以
下

D
と
略
す
)
は
、

埋
ま
の
研
究
建
佐
造
花
さ
れ
た
論
文
の

発
表
を
行
棒
っ
。

ニ
、
但
し
、

D

一
年
は
、
修
士
論
文
要
約
(
『
大

学
院
紀
面
互
に
掲
載
分
)
を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
第
十
四
条
二
の

内

年

一
回
は
、
研
究
墾
誌
の
発

刊
を
行
う
も
の
と
す
る
。
又
、
発
刊
に
際
し
て
は
、

編
集
委
員
会
を
置
き
、
本
ム
重
行
部
役
員
を
も
っ

て
こ
れ
を
構
成
す
る
。

ィ
、
編
集
委
員
の
内
、
編
集
委
口
署
長

一
名
を
互
選
し

委
員
を
統
括
す
る
も
の
と
す
る
。

ロ
、
但
し
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
場
奇

葦
工
匂
の
委
員
を
、
正
会
員
よ
り
委
員
長
が
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章
合
計

第
十
六
条
本
会
の
会
計
年
定
、
毎
年
四
月

一
日
よ
り

翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

第
十
七
条
本
会
の
経
費
は
、
還
冗
金
、

会

費

寄
付
金
、

お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
と
す
る
。

正
会
員
会
費
年
額

三
、

Q
H
U円

準
会
員
会
費
年
槙

二
、

Q
μ
U円

賛
助
会
員
由
貿
年
額

二
、

Q
μ
U円
以
上

第
十
八
条

本
会
の
決
算
墾
口
は
、
監
査
委
員
の
監
査
を

う
け
た
後
勤
行
部
が
決
箪
墾
一白
書
を
総
会

に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

l
1
1J4唱川
H
川

，不
1
阿
同
ハ一

、
本
会
則
は
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
改
変
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

二
、
本
会
則
は
、
昭
和
六
十
年
四
月

一
日
施
行
の
龍
谷

大
学
仏
整
ナ
院
生
会
会
則
の

一
部
を
ホ
貧
し
、
平

成
三
年
五
月

一
日
よ
り
施
行
す
る
。

三
、
平
成
六
年
四
月
十
八
日
、

一
部
翠
男

四
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日、

一
票

条
馬

五
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十

O
日、

一
票
条
弓

六
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十

一
日
、
孟
果
音
-
吋



巻
頭
の
辞

『
龍
谷
大
学
例
教
学
研
究
室
年
報
』
第
二
十
八
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

『年
報
』
は

一
九
八
五
年
(
昭
和
六
十
年
)
に
、
仏
教
学
大
学
院
生
の
手
に
よ
っ
て
創

刊
さ
れ
、
爾
来
、
院
生
が
自
主
的
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
で
三
十
九
年
の
歴
史
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
年
報
』
は
大
学
院
生
や
研
究
生
な
ど
が
、
自
ら
研
究
成
果
を
公
表
す
る
場
を
確
保
し
、
同
時
に
相
互
の
研
究
意
欲
を
高
め
て
い
く
目
的
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

毎
年
の
発
行
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
々
の
情
勢
も
あ
っ
て
、
残
念
な
が
ら
刊
行
で
き
な
い
年
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
今
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中、

『年
報
』
の
継

続
が
危
ぶ
ま
れ
も
し
ま
し
た
が

そ
の
よ
う
な
状
況
下

こ
こ
数
年
は
毎
年
の
刊
行
が
為
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
は
、

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

『
年
報
』
が
廃
刊
や
休
刊
に
至
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
間
違
い
な
く
院
生
等
諸
氏
の
研
究
へ
の
情
熱
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
そ
の
こ
と
は

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
仏
教
学
教
室
の
伝
統
の
継
続
と
い
う
使
命
感
に
よ
る
も
の
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
伝
統
を
後

輩
た
ち
に
し
っ
か
り
と
受
け
継
い

で
い
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
、
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
『
年
報
』
に
は
、

三
点
の
意
欲
的
な
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
々
の
研
究
成
果
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
研
究

は
論
文
発
表
が
終
着
点
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
が
新
た
な
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
更
な
る
研
究
成
果
に
結
び
つ
く
よ
う
研
鏡
を
重
ね
ら
れ
ま
す
こ
と
を
念
願

し
て
い
ま
す
。

龍
谷
大
学
仏
教
学
教
室
代
表

藤
丸

要



龍谷大学{弗教学研究室年報28号 2024年 3月

葉 報

(2023年 1月--12月)

2022年度仏教学院生会員研究発表題目

((2022年度龍谷大皐悌教学曾学術研究発表会》

2023年 l月 24日(火)

・山名深 (D2)

於 :オンライン(龍谷大学主催)

天台『観経疏』の構造について

浄影寺慧遠『観経疏』との比較を通して一

・萩野朔太 (D3)

初期日本天台における華厳教学の影響について

2022年度仏教学院生会員研究業績

-ティンマーウー(研究生)

「法 (dhammaダンマ)への信仰・儀礼について」

(57) 

『悌教学研究室年報』第 27号， pp.1-27， 2023年 3月

-張凱(研究生)

「婿祖の諸経典と仏教的要素」

『悌教学研究室年報』第 27号， pp.28-57，2023年 3月

・サッチャー ナンディー(研究生)

[" Wパーリ律』 比丘尼健度の翻訳と注解 (1)J 

『悌教学研究室年報』第 27号， pp.58-79，2023年 3月

-32-



(58) 

業報

-レフーフーツク(研究生)

r W維摩経』 における善巧方便について」

『イ弗教学研究室年報』第 27号， pp.80-1 05， 2023年 3月

-常偉 (D3)

「普泰撰『八識規矩補註』に見られる明代唯識教学の一考察j

『悌教学研究室年報』第 27号， pp.106--141， 2023年 3月

-山名深 (D2)

「浄影寺慧遠『観無量寿経義疏』 の基礎的研究

一天台 『観経疏』 との比較を通して 」

『悌教学研究室年報』第 27号， pp.凶8-170，2023年 3月

-貌墓(研究生)

「敦埠本『無量寿経義記』 の思想、及び成立期再考」

『悌教皐研究』 第79巻，pp.27-50， 2023年3月

-王若賓 (D2)

「契丹仏教における 「不現前六師J説についての考察」

W1i弗教皐研究』第79巻，pp.51-74， 2023年3月

-萩野朔太 (D3)

「円珍撰『観普賢菩薩行法経記』 における引用文献について」

『印度皐悌教学研究』第71巻(2)，pp.58-{i 1，2023年3月

「初期日本天台における被接の解釈をめぐって

円珍 『法華論記』 と 『授決集』を中心に J 

『岐阜聖徳学園大学仏教文化研究所紀要』第23号，pp.53-74， 2023年3月

内
〈
d



(59) 

龍谷大学側教学研究室年報28号 2024年 3月

2023年度仏教学院生会員研究発表題目

《日本印度学仏教学会第 74回学術大会》

2023年 9月 2日 (土)

-隆明(研究生)

李通玄における海雲比丘について

・安川真由(研究生)

於・オンライン (龍谷大学主催)

〈大般浬繋経)における天行について

・萩野期太 (D4)

初期日本天台における『法華論』解釈について

一円珍『法華論記』を中心に一

-王若賓 (D3)

契丹仏教戒律学写本 ・思孝集『毘奈耶蔵近事優婆塞五戒本』と

その三教戒律観

- 山名 深 (D3)

天台『観経疏』における発起序の形成過程

・浅井教鮮 (D2)

ツオンカパの『大乗荘厳経論』 における幻輸の解釈

2023年 9月 3日(日)

-鶏墓(研究生)

中国南北朝期における意生身問題の一考察

於 :オンライン(龍谷大学主催)

-レ フーフーツク (研究生)

Upaya-kausalya， A早tasahasrikaprajnaparamitasutra 

-戴鴛 (D3)

遵式の施食作法

A
U
 

η
J
 



(60) 

業報

《第九届漢伝仏教与聖厳思想国際学術研討会》

2023年 6月 30日(金)

於:オンライン併用(中国・ 台北集思北科大会議センター主催)

・王若賓 (D3)

遼代仏教戒律的男一面 一党網菩薩戒在契丹一代的伝播与影響一

《西山禅林学会》

2023年 7月 3日(月) 於 :総本山永観堂禅林寺鶴寿台

・嶋本弘徳(研究生)

「十四行偶」における菩薩観

《第一届復旦大学仏学博士論壇 語言、文献与唯識哲学一》

2023年 7月 8日 (士)

・王若賓 (D3)

於:オンライン併用 (中国 ・斯江仏学院主催)

契丹 ・日本 ・阿陀力教 一也談清涼澄観所撰 「受菩提心戒儀」

《日本宗教学会第 82回学術大会》

2023年 9月 10日 (日)

・ 山名深 (D3)

於:東京外国語大学府中キャンパス

浄影寺慧遠『観経疏』の受容背景について

((2023年度第八届人間仏教研究奨学金【青年学者論壇】》

2023年 11月4日(土)

- 王若賓 (D3)

於:中国 ・江蘇宜興大覚寺仏光山人間仏教研究院

青年星云対日本悌教的反思与借藍

- 29 -



龍谷大学側教学研究室年報 28号 2024年 3月

((2023年度修士論文中開発表会》

2023年 10月 31日(火) 於 .龍谷大学(清和館 3Fホーノレ)

-張呈喬 (M2)

初期日本天台における円密一致思想の研究

特に円仁、円珍、安然を中心として一

・松岡史紘 (M2)

南北朝時代の山東仏教の研究

一龍興寺出土文物を中心にして一

・高見美友 (M2)

敦埋出土漢字写本における字形分析

藤枝分期法の検証を中心として一

・本多花 (M2)

玉虫厨子をめぐる考察

一供養図を中心に一

・固妃菜子 (M2)

仏弟子ピリンダヴ、ア ツチャ(Pi1indavaccha)の研究

2023年度仏教学院生会員研究業績

-親書(研究生)

「中国南北朝期における意生身問題の一考察」

(61) 

『印度皐悌教学研究』第72巻(1)，pp.26-31， 2023年12月

・安川真由(研究生)

[" (大般浬繋経)における党行と四無量心J

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第45集， pp.83-97， 2023年12月

[" (大般浬繋経〉における天行についてj

『印度皐悌教学研究』 第72巻(1)，pp.395-398， 2023年12月
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(62) 

議報

-萩野朔太 (D4)

「初期日本天台における『法華論』の解釈について

一円珍『法華論記』を中心に一」

『印度皐{弗教学研究』第72巻(1)，pp.65-68， 2023年12月

-王若賓 (D3)

「契丹仏教における仏宮寺本『受戒発願文』についての再考

一教学的特徴を中心に一」

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第45集， pp.50--66， 2023年12月

・山名深 (D3)

「天台『観経疏』における発起序の形成」

『印度皐悌教学研究』第72巻(1)，pp.50--53， 2023年12月

2023年度院生会活動報告

-仏教学院生会総会 5月18日(木) 於:仏教学合同研究室

・卒業論文の書き方説明会 6月27日(火) 於:オンライン

・仏教学院生会研究発表会 7月25日 (火)

於:清和館3Fホーノレ(オンライン併用)

・修士論文中開発表会 10月31日(火)

於:7青和館3Fホール

『龍谷大学悌教学研究室年報』第28号発行 (3月)
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本誌は創刊以来、龍谷大学仏教学科の院生の自主的かっ意欲的な姿勢による企画編

集を経て、出版を実現してきました。近年は院生の人数減少もあいまってか執筆者の減

少が顕著でしたが、院生の研究成果を発表できる貴重な場が失われないようにと、毎年

の発刊を目標につとめてまいりました。財政難により 一時は発刊が危ぶまれた本誌で

すが、賛助会員による温かいお力添えのもと、 2017年度以降各号に執筆応募が増え、

内容の充実した論文雑誌の刊行が継続できております。

ここに 『龍谷大学例教学研究室年報』第 28号の事業完了のご報告を申し上げます

と共に、龍谷翠曾及び龍谷大学親和会、そして賛助会員をはじめ、ご協力を賜りました

関係各位に対し、謹んで御礼を申し上げます。

2024年 3月吉日 龍谷大学仏教学院生会

龍谷大学例教学研究室年報第 28号

2024年 3月 31日 発行

編集者 j龍谷大学仏教学院生会
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